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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の電気回路の制御に用いるスイッチ装置であって、
　ハウジングと、
　前記ハウジングの底部に固定された基板と、
　複数の電気回路に対応した手指で触れられる複数の操作表示が設けられる操作板と、前
記操作板の周縁から前記基板に向かって延びて前記ハウジングによって案内される壁部と
、を含み、手指で押し込まれることによって前記基板に接離する方向に移動する一つの操
作ノブと、
　前記基板に固定され、前記操作ノブが手指で押し込まれることによって前記操作ノブに
押圧されて押圧信号を出力する一つのプッシュスイッチと、
　前記操作ノブの複数の前記操作表示にそれぞれ対応するように前記ハウジング内の前記
基板に取り付けられ、手指の近接を感知して近接信号を出力する複数のタッチ電極と、
　押圧信号が入力されたときに、各タッチ電極の近接信号に基づいて、いずれの操作表示
に手指が接触しているか判定して手指が接触している操作表示に対応する電気回路に指令
信号を出力する制御回路と、
　を備え、
　前記各タッチ電極は、手指の近接を感知する各感知部と、前記基板に固定される脚部と
を有し、
　前記脚部は、前記操作ノブが手指で押し込まれていない場合には前記操作板の前記基板
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側の面と前記各感知部との間に隙間があり、前記操作ノブが手指で押し込まれると前記操
作板の前記基板側の面と前記各感知部とが近接するように前記各感知部を前記基板から離
間して保持することを特徴とするスイッチ装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のスイッチ装置であって、
　複数の前記操作表示のうちの一つは前記タッチ電極が設けられていない空操作表示であ
り、
　制御回路は、押圧信号のみが入力され、近接信号が入力されない場合は、空操作表示に
手指が触れていると判定することを特徴とするスイッチ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の電気回路の制御に用いるスイッチ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　複数の電気回路の制御に用いるスイッチ装置として、操作者が手指で接触して入力可能
なタッチセンサを入力手段として用いたスイッチ装置がある（特許文献１、２）。
【０００３】
　ところで、上述のスイッチ装置では、操作者がタッチセンサに誤って接触した場合にも
入力が受け付けられ、電気回路に対して操作者の意図しない制御が実行される可能性があ
る。
【０００４】
　そこで、操作者がタッチセンサに誤って接触することに起因する、電気回路に対する操
作者の意図に反した制御を抑制することができるスイッチ装置が用いられている。たとえ
ば、複数の操作表示が記された操作板と、どの操作表示に操作者が触れたかを示す近接信
号を出力する複数のタッチ電極と、押圧されて押圧信号を出力する押圧スイッチと、電気
回路に指令信号を出力する制御部とを備えるスイッチ装置がある（特許文献３）。ここで
、タッチ電極は、操作板に一体的、かつ、複数の操作表示のそれぞれに対応して設けられ
ている。押圧スイッチは、操作者が操作板を押し込むことによって押圧される。制御部は
、押圧信号が入力された場合にのみ近接信号の入力を確定し、確定された近接信号に基づ
いて電気回路に指令信号を出力する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１２－１３４０３０号公報
【特許文献２】特開２００３－１７７８７１号公報
【特許文献３】特開２００７－３１７３９３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献３のスイッチ装置では、タッチ電極は操作板と一体的に設けられているため、
操作者が操作板を押し込む際に操作板と一緒にタッチ電極も移動することができる。しか
しながら、操作板とタッチ電極との一体的な移動を可能とするために、タッチ電極は回路
基板に対して固定することができない。そのため、特許文献３のスイッチ装置では、回路
基板とタッチ電極との間を柔軟性のあるハーネスやフレキシブル基板などで接続する必要
があり、部品点数が増加し、コストが高くなる。
【０００７】
　また、タッチ電極を押し込むために必要な力は、ハーネスやフレキシブル基板の取り回
し状態によって変化するため、量産時の製造精度によってはスイッチ装置ごとにタッチ電
極を押し込むために必要な力にバラツキが出る可能性がある。
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【０００８】
　また、タッチ電極を繰り返し押し込むことによってハーネスやフレキシブル基板が断線
しないよう、各部品には高い耐久性が要求される。さらに、ハーネスやフレキシブル基板
は経年変化によって硬化するため、スイッチ装置を長年使用した場合にタッチ電極を押し
込むときの操作感覚が変化し得る。
【０００９】
　本発明は、複数の電気回路の制御に用いるスイッチ装置において、ハーネスやフレキシ
ブル基板を用いずにタッチ電極を回路基板に対して固定することができ、部品点数を削減
することができるスイッチ装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明のスイッチ装置は、複数の電気回路の制御に用いるスイッチ装置であって、ハウ
ジングと、前記ハウジングの底部に固定された基板と、複数の電気回路に対応した手指で
触れられる複数の操作表示が設けられる操作板と、前記操作板の周縁から前記基板に向か
って延びて前記ハウジングによって案内される壁部と、を含み、手指で押し込まれること
によって前記基板に接離する方向に移動する一つの操作ノブと、前記基板に固定され、前
記操作ノブが手指で押し込まれることによって前記操作ノブに押圧されて押圧信号を出力
する一つのプッシュスイッチと、前記操作ノブの複数の前記操作表示にそれぞれ対応する
ように前記ハウジング内の前記基板に取り付けられ、手指の近接を感知して近接信号を出
力する複数のタッチ電極と、押圧信号が入力されたときに、各タッチ電極の近接信号に基
づいて、いずれの操作表示に手指が接触しているか判定して手指が接触している操作表示
に対応する電気回路に指令信号を出力する制御回路と、を備え、前記各タッチ電極は、手
指の近接を感知する各感知部と、前記基板に固定される脚部とを有し、前記脚部は、前記
操作ノブが手指で押し込まれていない場合には前記操作板の前記基板側の面と前記各感知
部との間に隙間があり、前記操作ノブが手指で押し込まれると前記操作板の前記基板側の
面と前記各感知部とが近接するように前記各感知部を前記基板から離間して保持すること
を特徴とする。
【００１１】
　本発明のスイッチ装置において、複数の前記操作表示のうちの一つは前記タッチ電極が
設けられていない空操作表示であり、制御回路は、押圧信号のみが入力され、近接信号が
入力されない場合は、空操作表示に手指が触れていると判定するようにしても好適である
。
                                                                                
【発明の効果】
【００１２】
　本発明は、複数の電気回路の制御に用いるスイッチ装置において、ハーネスやフレキシ
ブル基板を用いずにタッチ電極を回路基板に対して固定することができ、部品点数を削減
することができるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施形態における複数の電気回路の制御に用いるスイッチ装置を示す図
である。
【図２】本発明の実施形態におけるスイッチ装置の図１に示された線Ａ－Ａに沿った断面
図であり、（ａ）は操作ノブが押し込まれていない状態を示し、（ｂ）は操作ノブが押し
込まれた状態を示す図である。
【図３】本発明の実施形態におけるスイッチ装置の基板、プッシュスイッチ、タッチ電極
を示す斜視図である。
【図４】本発明の実施形態におけるスイッチ装置の制御部の処理を示すフローチャートで
ある。
【発明を実施するための形態】
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【００１４】
　以下、図面を参照しながら、本発明の実施形態について説明する。図１は、複数の電気
回路の制御に用いるスイッチ装置として、車載用空調装置の制御に用いるスイッチ装置１
０を示している。
【００１５】
　図１に示すように、スイッチ装置１０は、操作ノブ２０とハウジング３０とを含む。図
１に示すように、操作ノブ２０の表面には、複数の電気回路に対応した手指で触れられる
複数の操作表示２１ａ－２１ｆが配置されている。図１に示すように、操作ノブ２０の表
面には、左上から外周に沿って時計回りに、エアコンのオン・オフ切り替えの操作表示２
１ａ、外気導入と内気循環との切り替えの操作表示２１ｂ、リアガラスの曇り取りの熱線
の操作表示２１ｃ、送風停止の操作表示２１ｄ、フロントガラスの曇り取りの送風の操作
表示２１ｅの各操作表示が配置されている。また、図１に示すように、操作ノブ２０の表
面の中央領域にはオートエアコン切り替えの操作表示２１ｆが配置されている。
【００１６】
　図１に示すように、操作ノブ２０は、操作ノブ２０の外周に沿ってハウジング３０内に
配置された鍔部２２を含む。鍔部２２は、ハウジング３０の内側に接することによって、
操作ノブ２０がハウジング３０から図１の手前側に飛び出すことを防止するために設けら
れている。
【００１７】
　図２は、図１の線Ａ－Ａに沿ったスイッチ装置１０の断面図であり、図２（ａ）は操作
ノブ２０が操作者の手指によって押し込まれていない状態を示し、図２（ｂ）は操作ノブ
２０が操作者の手指によって押し込まれた状態を示している。図３は、スイッチ装置１０
における基板４０とプッシュスイッチ５０と複数のタッチ電極６１－６５との配置関係を
示している。
【００１８】
　図２に示すように、操作ノブ２０は、表面に操作表示２１ａ－２１ｆが配置されている
操作板２３と、操作板２３の端から下方に延びる壁部２４と、操作板２３の中央から下方
に延びる押圧突起部２５とを含む。図２に示すように、鍔部２２が壁部２４から外に向け
て突き出して設けられている。図２（ａ）に示すように、鍔部２２は、操作ノブ２０が操
作者の手指によって押し込まれていない場合に、ハウジング３０に接するように配置され
ている。操作ノブ２０は、操作者の手指によって押し込まれることによって、図２（ａ）
の状態から図２（ｂ）の状態になるように、ハウジング３０に対して移動するように設け
られている。
【００１９】
　図２に示すように、ハウジング３０は、ハウジング３０の上部に設けられた開口部３１
と、ハウジング３０の底部から上方に突き出して配置されるリテーナ３２とを含む。図２
に示すように、開口部３１とリテーナ３２との間に操作ノブ２０の壁部２４が挿入されて
いる。このような構造により、操作ノブ２０が押し込まれる際に壁部２４がリテーナ３２
によって案内され、操作者が操作表示２１ａ－２１ｆのいずれに触れて操作ノブ２０を押
し込んだ場合であっても、操作ノブ２０がハウジング３０に対して傾くことなく移動する
ことができる。
【００２０】
　図２に示すように、ハウジング３０の底部には基板４０が固定されており、基板４０の
上にプッシュスイッチ５０が配置されている。基板４０には、半導体素子で構成され、制
御部として機能する制御回路４１が配置されている。プッシュスイッチ５０は、図２（ｂ
）に示すように、操作ノブ２０が操作者の手指によって押し込まれることによって押圧突
起部２５に押圧され、押圧信号を制御回路４１へ出力する。また、プッシュスイッチ５０
は、操作ノブ２０への押圧力が無くなると、図２（ａ）に示すように元の状態に復帰し、
押圧突起部２５を押し戻して操作ノブ２０を押圧前の元の位置に戻す。図２（ａ）に示す
ように、鍔部２２がハウジング３０に接することによって、操作ノブ２０が元の位置に戻
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る際にハウジング３０から飛び出さないようになっている。
【００２１】
　図２に示すように、ハウジング３０内には、操作ノブ２０が押し込まれて移動する領域
外に複数のタッチ電極が配置されている。タッチ電極の配置について、図３を用いて説明
する。
【００２２】
　図３に示すように、基板４０上には、操作板２３の複数の操作表示にそれぞれ対応する
ように設けられた複数のタッチ電極６１－６５が設けられている。具体的には、図３の左
上のタッチ電極から時計回りに、エアコンのオン・オフ切り替えの操作表示２１ａに対応
するタッチ電極６１、外気導入と内気循環との切り替えの操作表示２１ｂに対応するタッ
チ電極６２、リアガラスの曇り取りの熱線の操作表示２１ｃに対応するタッチ電極６３、
送風停止の操作表示２１ｄに対応するタッチ電極６４、フロントガラスの曇り取りの送風
の操作表示２１ｅに対応するタッチ電極６５が設けられている。図３に示すように、オー
トエアコン切り替えの操作表示２１ｆに対応する位置にタッチ電極は設けられておらず、
操作表示２１ｆは空操作表示となっている。タッチ電極は、手指の近接を感知して近接信
号を制御回路４１へ出力する。タッチ電極は、例えば静電容量方式によって手指の接近を
感知できるものであって、手指で直接に触れる必要のないものが用いられている。なお、
図２では、タッチ電極６３、６５の２つの断面が示されている。
【００２３】
　図２（ａ）に示すように、操作ノブ２０が操作者の手指により押し込まれていない場合
には、タッチ電極６３、６５の上部は操作板２３の基板４０に対向する面（背面）から離
れて設けられている。次に、図２（ｂ）に示すように、操作ノブ２０が操作者の手指によ
り押し込まれている場合に操作板２３の背面とタッチ電極６３、６５の上部との間の隙間
が生じないように、操作板２３の背面とタッチ電極６３、６５の上部とが接近する。なお
、他のタッチ電極６１、６２、６４と操作板２３の背面との位置関係も、タッチ電極６３
、６５の場合と同様である。
【００２４】
　図３に示すように、タッチ電極６１－６５は、手指の近接を感知するための感知部６１
ａ－６５ａと基板４０に接続する脚部６１ｂ－６５ｂとを含み、金属板をプレス加工して
一体的に形成されている。タッチ電極６１－６５は、脚部６１ｂ－６５ｂを基板４０に圧
入またはろう付けすることによって基板４０に接続されている。
【００２５】
　このようにして構成されたスイッチ装置１０の制御について説明する。図４は、スイッ
チ装置１０の制御回路４１の処理を示すフローチャートである。
【００２６】
　図４のステップＳ１０１に示すように、制御回路４１は、プッシュスイッチ５０から押
圧信号が入力されているか判断する。図４のステップＳ１０１でＹＥＳと判断された場合
、すなわち制御回路４１に押圧信号が入力されている場合は、図４のステップＳ１０２に
示すように、制御回路４１は、タッチ電極６１－６５から近接信号があるか確認する。な
お、本実施形態では、押圧信号の出力に先立って、各タッチ電極６１－６５は近接信号を
出力するように構成されている。
【００２７】
　図４のステップＳ１０２でＹＥＳと判断された場合、すなわち近接信号がある場合は、
図４のステップＳ１０３に示すように、制御回路４１は、近接信号のうち最大値を示す近
接信号を出力するタッチ電極に対応する操作表示が手指で押されていると判定し、当該操
作表示に対応する電気回路に指令信号を出力する。
【００２８】
　図４のステップＳ１０１でＮＯと判断された場合、すなわち押圧信号が入力されていな
い場合は、制御回路４１はタッチ電極６１－６５が出力する近接信号を読み取らず、電気
回路への指令信号も出力しない。
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【００２９】
　図４のステップＳ１０２でＮＯと判断された場合、すなわち、タッチ電極６１－６５の
いずれも近接信号を出力していない場合は、図４のステップＳ１０４に示すように、制御
回路４１は、対応するタッチ電極が設けられていない空操作表示を操作者が手指で押して
いると判定し、空操作表示に対応する電気回路に指令信号を出力する。本実施形態では、
制御回路４１は、オートエアコンの切り替えの操作表示２１ｆを操作者が手指で押したと
判定し、操作表示２１ｆに対応する電気回路に指令信号を出力する。なお、近接信号につ
いて、閾値が大きくなるほど空操作表示の領域が大きくなり、閾値が小さいほど空き操作
表示の領域が小さくなる。操作性を考慮して、近接信号の閾値を決定すればよい。
【００３０】
　以上のように、本実施形態に係るスイッチ装置１０によれば、操作ノブ２０を押し込む
際に、タッチ電極６１－６５が操作板２３によって押し込まれることがなく、タッチ電極
６１－６５をハウジング３０内に固定して設けることができる。
【００３１】
　本実施形態に係るスイッチ装置１０は、タッチ電極６１－６５を固定して設けることが
できるため、基板４０とタッチ電極６１－６５とを柔軟性のあるハーネスやフレキシブル
基板を用いて接続する必要がなく、部品点数の削減を図ることができる。
【００３２】
　本実施形態に係るスイッチ装置１０は、基板４０とタッチ電極６１－６５とをハーネス
やフレキシブル基板を用いて接続する必要がないため、ハーネスなどに起因する操作に必
要な力のバラツキや操作感覚の変化を防止することができる。
【００３３】
　本実施形態に係るスイッチ装置１０は、操作ノブ２０が押し込まれた場合には、操作板
２３の背面とタッチ電極６１－６５の上部との間に隙間が生じないように接近する。その
ため、本実施形態に係るスイッチ装置１０において、操作ノブ２０が押し込まれた際の操
作板とタッチ電極との位置関係は、操作板にタッチ電極が一体的に設けられているスイッ
チ装置と同様になる。本実施形態に係るスイッチ装置１０は、操作ノブ２０が押し込まれ
た際の近接信号を用いるため、操作板にタッチ電極が一体的に設けられているスイッチ装
置に用いるタッチ電極と同程度の感度のタッチ電極を用いることができる。
【００３４】
　本実施形態に係るスイッチ装置１０は、複数の操作表示２１ａ－２１ｆのうちの一つは
対応するタッチ電極６１－６５が設けられていない空操作表示であるため、操作表示のす
べてに対してタッチ電極を設ける必要がなく、部品点数の削減を図ることができる。
【００３５】
　本実施形態に係るスイッチ装置１０は、操作表示２１ａ－２１ｆに接触しただけでは入
力が確定せず、操作ノブ２０を押し込むことによって入力が確定するので、操作者が操作
表示に触れただけで入力を確定するような誤入力を抑制することができる。
【００３６】
　上述した実施形態では、複数の操作表示のうちの一つはタッチ電極が設けられていない
空操作表示であるが、空操作表示を設けず、すべての操作表示に対応するようにタッチ電
極を設けてもよい。上述した実施形態では、手指以外で操作ノブを押し込んだ場合には、
タッチ電極から近接信号が出力されないため、対応するタッチ電極が配置されている操作
表示を選択したにも関わらず、空操作表示を選択したと判定されてしまう。そこで、すべ
ての操作表示に対応するようにタッチ電極を設けることにより、すべてのタッチ電極から
近接信号が出力されない場合は操作ノブが手指で操作されたものではなく、操作者の意図
に反して操作ノブが押し込まれたものとして、入力操作が行われなかったという判定をす
ることができる。
【００３７】
　上述した実施形態では、操作ノブが押し込まれている場合に、操作板の背面とタッチ電
極の上部との間に隙間がなくなるように操作板とタッチ電極とが接近しているが、操作ノ
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ブが押し込まれている場合であっても操作板の背面とタッチ電極の上部との間に隙間がで
きるようにしてもよい。このようにすることによって、スイッチ装置の組み付け精度にバ
ラツキがあったとしても、操作ノブが押し込まれて移動する領域外にタッチ電極を確実に
配置することができる。なお、タッチ電極が操作者の手指の近接を感知できる範囲であれ
ば、操作面の背面とタッチ電極の上部との隙間は任意に設定することができる。
【００３８】
　上述した実施形態では、押圧信号の出力に先立って近接信号を出力しているが、押圧信
号が出力されている間にのみ近接信号を出力するようにしてもよい。このようにすること
で、タッチ電極が近接信号を出力する時間を減らすことができ、スイッチ装置の省電力化
を図ることができる。
【００３９】
　上述した実施形態は、プッシュ式の操作ノブに適用したが、プッシュ式にダイヤル式を
組み合わせたり、シーソー式やヒンジ式のスイッチを用いたりしてもよい。押圧スイッチ
とタッチ電極との組み合わせであれば、どのような操作ノブに用いてもよい。
【００４０】
　上述した実施形態は、車両の空調制御用のスイッチ装置であるが、複数の電気回路の制
御に用いるのであれば、どのような用途にも用いてもよい。
【符号の説明】
【００４１】
　１０　スイッチ装置、２０　操作ノブ、２１ａ－２１ｆ　操作表示、２２　鍔部、２３
　操作板、２４　壁部、２５　押圧突起部、３０　ハウジング、３１　開口部、３２　リ
テーナ、４０　基板、５０　プッシュスイッチ、６１－６５　タッチ電極。

【図１】 【図２】
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